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樺
ふ
る
さ
と
日
光
応
援
寄
附
金
と
は

　
ふ
る
さ
と
日
光
応
援
寄
附
金
は
、
日
光

市
を
「
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
応
援
し
よ
う

と
す
る
個
人
や
法
人
か
ら
寄
附
金
を
募
り
、

そ
れ
を
財
源
と
し
て
、
各
種
事
業
を
行
う

も
の
で
す
。

　
平
成
　
年
度
は
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご

２５

支
援
に
よ
り
、
　
件
で
　
万
４
、０
０
０

３７

８７２

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た（
下
表
参

照
）。

樺
寄
附
金
の
使
い
道

　
ふ
る
さ
と
日
光
応
援
寄
附
金
は
、
寄
附

者
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の
使
い
道
を
次
の
事

業
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
は
、
寄
附
者
の
希
望
に
基
づ
き
、
寄

附
金
を
活
用
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
世
界
に
誇
る
貴
重
な
文
化
財
そ
の
他
の

　
文
化
的
資
産
の
保
護
ま
た
は
活
用
に
関

　
す
る
事
業

②
多
様
な
自
然
そ
の
他
の
環
境
の
保
護
お

　
よ
び
保
全
ま
た
は
賢
明
な
利
用
に
関
す

　
る
事
業

③
観
光
振
興
お
よ
び
発
展
に
関
す
る
事
業

④
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
未

　
来
に
向
か
っ
て
夢
と
希
望
を
持
つ
こ
と

　
が
で
き
る
施
策
に
関
す
る
事
業

⑤
特
に
指
定
す
る
事
業

⑥
市
長
に
お
ま
か
せ
す
る
事
業

樺
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
入
で
き
ま

　
す
外

　
納
付
書
や
口
座
振
込
、
現
金
書
留
の
納

入
方
法
以
外
に
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
も
納
入
が
で
き
ま
す
。
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
    ｏ

       

外

ヤ

フ

ー

 Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
 の
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
外
　
公
金

ジ

ャ

パ

ン

支
払
い
」
で
、
寄
附
金
額
が
５
、０
０
０

円
以
上
の
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

樺
ふ
る
さ
と
日
光
優
待
券

　
５
、０
０
０
円
以
上
の
寄
附
を
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
市
営
の
温
泉
や
観
光
施
設

で
利
用
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
日
光
優
待

券
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は

　
総
合
政
策
課
 政
策
調
整
係

　
緯（
　
）５
１
３
１

２１

平成２６年度活用金額寄附金額（合計）寄附件数活用希望事業

　　　　　　　　１２０，０００円

（⑤を希望する寄附も一部活用)
５０，０００円　５件

①文化財その他の文化的資産の保護

　または活用に関する事業

　　　　　　　　１２９，０００円１２９，０００円　５件
②自然環境の保護および保全または

　賢明な利用に関する事業

　　　　　　　　  ７０，０００円７０，０００円　５件③観光振興および発展に関する事業

　　　　　　　　１７５，０００円

（⑤を希望する寄附も一部活用）
１０５，０００円　４件

④子どもたちが未来に向かって夢と

　希望を持つことができる施策に関

　する事業

　　　　　　　７，０２０，０００円７，２６５，０００円　１３件⑤特に指定する事業

今年度は充当せず、平成２７年度以降に活

用します。
１，１０５，０００円　５件⑥市長におまかせする事業

　　　　　　　７，５１４，０００円８，７２４，０００円　３７件合　　計

※寄附していただいた方からの希望や事業の内容により、平成２７年度以降の活用となるものがあります。

　また活用金額には、一部平成２４年度の寄附も含まれています。

※⑤特に指定する事業の寄附の一部を、平成２６年１・２月に行われた「ひかりの 郷 日光国体」に活用しま
さと

　した。

※⑤特に指定する事業の活用事業として、高齢化集落対策事業（足尾地域）、奥日光環境保全事業、不妊症

　対策支援事業などがあります。

表：平成２５年度ふるさと日光応援寄附金の状況

日
光
応
援
寄
附
金

ふ
る

さ
と

に
つ
い
て
の
ご
報
告

平
成
　
年
度
　

２５

２０１４年５月号９

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

　
市
民
が
市
内
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
、
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
助

成
金
の
限
度
額
が
　
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

１５

助
成
対
象
者

　
市
内
に
居
住
し
所
有
す
る
住
宅（
親
ま

た
は
子
が
所
有
し
、
自
ら
が
居
住
す
る
住

宅
を
含
む
）の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う

方
で
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
１
住
宅
に
つ
き
１
回
限
り
の
助
成

助
成
対
象
住
宅

　
現
に
居
住
し
て
い
る
市
内
の
住
宅
で
、

建
築
後
５
年
を
経
過
し
て
い
る
も
の

※
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

助
成
対
象
工
事

　
市
に
登
録
し
た
市
内
業
者
が
行
う
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、
工
事
費（
消
費
税
を

含
む
）が
　
万
円
以
上
の
工
事

１０

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
住
宅
の
修

　
繕
工
事
お
よ
び
助
成
金
の
交
付
申
請
前

　
に
着
工
し
た
工
事
は
対
象
外

助
成
金
額
　

　
工
事
費
の
　
％
以
内（
千
円
未
満
は
切

１０

り
捨
て
）か
つ
上
限
　
万
円

１５

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
ま
す

助
成
期
間
　

　
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２８

３１

転
入
者
住
宅
取
得
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
比
較
的
若
い
方
を
日
光
市
に
呼
び
込
み
、

市
内
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
住
宅
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者（
次
の
全
て
を
満
た
す
方
）

帰
市
外
に
住
む
、
平
成
　
年
４
月
１
日
現

２６

　
在
　
歳
以
下
の
方
で
、
市
内
に
住
宅
を

４５

　
新
築
ま
た
は
購
入
し
、
平
成
　
年
４
月

２６

　
１
日
か
ら
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に

２８

３１

　
市
内
に
転
入
す
る
方

帰
申
請
日
か
ら
過
去
２
年
間
、
日
光
市
に

　
住
民
登
録
が
無
い
方

帰
転
入
後
、
５
年
以
上
住
み
続
け
る
方

※
そ
の
他
に
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

　
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

補
助
金
額

　
基
本
額
…
　
万
円
／
市
内
業
者
か
ら
住

３０

宅
を
購
入
な
ど
し
た
場
合
…
　
万
円
加
算

２０

／
高
齢
者
の
孤
立
防
止
に
該
当
す
る
場
合

…
　
万
円
加
算

１０
補
助
期
間
　

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

２８

３１

他の主な住宅制度

電話番号問合先補助金額など事業名

２１‐５１７２農林課木材２０万円相当プレゼント日光木材利用促進事業

２１‐５１５２環境課限度額：１２万円住宅用太陽光発電システム設置費補助制度

２１‐５１５０下水道課

限度額：３３万２，０００円

　　　　　　～５４万８，０００円
浄化槽設置費補助制度

あっせん限度額：１００万円
（利子は市が負担）

水洗便所改造資金融資あっせん制度

合併処理浄化槽転換工事融資あっせん制度

限度額：９万円単独処理浄化槽撤去費補助金制度

２１‐５１９７建築住宅課

料金無料耐震アドバイザー派遣制度

限度額：１０万円木造住宅耐震診断費補助制度

限度額：９０万円木造住宅耐震補強改修工事費補助制度

限度額：調査２５万円／工事１５０万円民間建築物吹付けアスベスト対策事業

く
わ
し
く
は

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

建
築
住
宅
課
建
築
指
導
係
 緯（
　
）５
１
９
７

２１

転
入
者
住
宅
取
得
補
助
制
度
に
つ
い
て

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
室
 緯（
　
）５
１
６
４

２１

　上記の制度にあわせて、次の制度を受けられる場合があります。要件や申込方法などは、それぞれ

にお問合せください。

住
宅
　
　
　
 情
報
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